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1. 2021年3月期の連結業績（2020年4月1日～2021年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 143,132 △7.4 17,500 △9.8 10,795 △16.1
2020年3月期 154,698 31.0 19,410 16.1 12,875 △77.3

（注）包括利益 2021年3月期  52,748百万円 （―％） 2020年3月期  △17,578百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年3月期 236.28 235.00 2.6 0.1 12.2
2020年3月期 282.17 280.81 3.2 0.2 12.5

（参考） 持分法投資損益 2021年3月期 ―百万円 2020年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 9,706,533 453,845 4.4 9,510.00
2020年3月期 8,966,437 406,453 4.3 8,502.89

（参考） 自己資本 2021年3月期 434,673百万円 2020年3月期 388,116百万円

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年3月期 903,597 △78,519 △5,495 2,054,043
2020年3月期 22,883 111,069 △5,348 1,234,458

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年3月期 ― 60.00 ― 60.00 120.00 5,478 42.5 1.3
2021年3月期 ― 60.00 ― 60.00 120.00 5,484 50.7 1.3
2022年3月期(予想) ― 60.00 ― 60.00 120.00 49.8

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,200 △24.2 5,200 △23.5 113.76
通期 17,100 △2.2 11,000 1.8 240.66



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

新規 －社 （社名） － 、除外 １社 （社名） 株式会社北越銀行 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期 45,942,978 株 2020年3月期 45,942,978 株
② 期末自己株式数 2021年3月期 236,005 株 2020年3月期 297,760 株
③ 期中平均株式数 2021年3月期 45,686,638 株 2020年3月期 45,630,079 株

（参考）個別業績の概要 

2021年3月期の個別業績（2020年4月1日～2021年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 8,115 △7.9 5,634 △14.0 5,635 △11.5 5,564 △11.7
2020年3月期 8,820 91.8 6,555 82.3 6,370 83.4 6,306 81.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2021年3月期 121.79 121.13
2020年3月期 138.18 137.52

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 322,242 321,933 99.6 7,028.28
2020年3月期 322,082 321,715 99.6 7,031.36

（参考） 自己資本 2021年3月期 321,241百万円 2020年3月期 320,948百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１ ．【経営成績・財政状態の概況】 

(１)【経営成績の概況】 
①当期の経営成績

当連結会計年度（自 2020年4月1日 至 2021年3月31日）の国内経済を顧みますと、新型コロナウイルス感染症の影響により、
第1四半期は経済活動が停滞し、実質ＧＤＰは過去最大の落ち込みとなりました。その後は内需の持ち直しや世界経済の底入
れに伴う輸出の増加を背景として、経済活動は総じて持ち直しの動きとなりましたが、第4四半期に入り、世界的な新型コロナウ
イルス感染症の再拡大を受け、輸出の増勢が鈍化するとともに、個人消費も弱含みとなりました。

当社グループの主要な営業基盤である新潟県内の経済につきましても、国内経済と同様に、新型コロナウイルス感染症の
拡大により生産や個人消費が大幅に落ち込むなど上半期はきわめて大きな影響を受けました。下半期は、生産や輸出が緩や
かに持ち直しましたが、個人消費の一部に弱さがみられたほか、雇用・所得環境も弱めの動きとなりました。 

 為替相場は、年度初に1ドル＝107円台で始まったのち、緩やかに円高が進行し、今年1月には102円台をつけました。その後
は米国長期金利が上昇したことなどからドルが買い戻され、年度末には1ドル＝110円台となりました。 
 株式相場は、日経平均株価が年度初に18,000円台で始まったのち、新型コロナウイルス感染症のワクチン普及に伴う世界的

な景気回復への期待などから、今年2月には約30年半ぶりに30,000円台まで上昇しましたが、その後は上値が重い展開となり、
年度末には29,100円台となりました。 
 長期金利の指標となる10年国債利回りは、4月下旬に一時的に△0.04％を下回る水準まで低下した後、概ね0.0％台で推移

しましたが、今年に入ってからは米国長期金利に連れて上昇し、年度末には0.1％台となりました。 
このような金融経済環境のもと、当連結会計年度の経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。 
経常収益は、マイナス金利政策の長期化による有価証券利息配当金の減少等を主因に前年度比115億66百万円減少し、

1,431億32百万円となりました。 
経常費用は、資金調達費用の減少に加え、国債等債券売却損の減少等により前年度比96億56百万円減少し、1,256億31

百万円となりました。 
以上の結果、経常利益は前年度比19億9百万円減少し、175億円となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益

は前年度比20億80百万円減少し、107億95百万円となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりとなりました。
・銀行業

経常収益は前年度比149億51百万円減少し、1,173億71百万円、セグメント利益は前年度比60億50百万円減少
し、147億91百万円となりました。 

・リース業
経常収益は前年度比61百万円減少し、216億75百万円、セグメント利益は前年度比73百万円増加し、 9億13百

万円となりました。 
・証券業

経常収益は前年度比15億85百万円増加し、57億57百万円、セグメント利益は前年度比 7億1百万円増加し、18
億71百万円となりました。

②今後の見通し
2022年3月期の連結業績につきましては、連結経常利益は171億円、親会社株主に帰属する当期純利益は110億円を見

込んでおります。
新型コロナウイルス感染症の拡大は、経済、企業活動に広範な影響を与えている事象であり、今後一定期間継続するものと

想定しております。 
本業績予想は、信用コストを保守的に織り込むなど当該影響を現時点で想定される範囲で一定程度考慮しておりますが、今

後修正の必要が生じた場合は速やかに開示いたします。 

(２)【財政状態の概況】 
   当連結会計年度末における財政状態につきまして、総資産は前年度末比7,400億円増加し、9兆7,065億円となりました。ま
た、純資産は前年度末比473億円増加し、4,538億円となりました。 

  主要勘定の残高につきましては、預金は前年度末比7,402億円増加し、8兆1,134億円となりました。また、譲渡性預金は前
年度末比1,753億円減少し、768億円となりました。 
 貸出金は前年度末比1,458億円減少し、4兆9,374億円となりました。 
 有価証券は前年度末比1,249億円増加し、2兆4,511億円となりました。 

連結キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、預金が増加したことなどから9,035億円の
流入（前年度比8,807億円増加）となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出が増加したこと
などから785億円の流出（前年度比1,895億円減少）となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払などから
54億円の流出（前年度比1億円減少）となりました。 
この結果、現金及び現金同等物は前年度末比8,195億円増加し、期末残高は2兆540億円となりました。 
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(３)【利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当】 

当社は、金融グループの公共性に鑑み、将来にわたって株主各位に報いていくために、収益基盤の強化に向けた内部留保
の充実を考慮しつつ、安定的な株主還元を継続することを基本方針としております。 
具体的には、配当金と自己株式取得合計の株主還元率40％を目処としております。 
当期の配当につきましては、資本増強とバランスをとりながら継続的な株主還元を実施するという基本方針のもと、期末配当

を１株当たり60円（中間配当60円と合わせて年間配当120円）といたしました。 
なお、次期の配当につきましては、１株当たり中間配当 60 円、期末配当 60 円とし、年間での配当 120 円を予定しております。 

 
 
２．【会計基準の選択に関する基本的な考え方】 

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準を適用しております。 
なお、IFRS適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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（５）【連結財務諸表に関する注記事項】 

（継続企業の前提に関する注記） 

     該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

＜退職給付制度の一部改定＞ 

当社の完全子会社である株式会社第四銀行（以下、第四銀行という。）および株式会社北越銀行（以下、北越銀行という。）
は、2021年1月1日付で合併に伴う制度統一の一環として、確定給付企業年金制度の一部を確定拠出年金制度へ移行して
おり、移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第1号 2016
年12月16日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第2号 2007年2月7
日）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給付制度の一部終了の処理を行いました。 

     これにより、当連結会計年度において、1,038百万円の特別利益を計上しております。 

 

（企業結合等関係） 

 ＜共通支配下の取引等＞ 

第四銀行および北越銀行（以下、第四銀行と北越銀行を総称して両行という。）は、2020年9月25日開催の臨時株主総会
における合併契約の承認決議に基づき、2021年1月1日付で合併し、同日付で商号を株式会社第四北越銀行（以下、第四
北越銀行という。）に変更しております。 

 

１．企業結合の概要 
（１）結合当事企業の名称及び事業の内容 

       （吸収合併存続会社） 
        名称：第四銀行 
        事業の内容：銀行業 

（吸収合併消滅会社） 
        名称：北越銀行 
        事業の内容：銀行業 

（２）企業結合日 
        2021年1月1日 

（３）企業結合の法的方式 
        第四銀行を吸収合併存続会社、北越銀行を吸収合併消滅会社とする吸収合併方式 

（４）結合後企業の名称 
        第四北越銀行 

（５）その他の取引の概要に関する事項 
   本合併は、両行が株式会社第四北越フィナンシャルグループのもと、統合効果を最大限発揮し、金融仲介機能およ
び情報仲介機能をより一層向上させることで、経営統合の最大の目的である「地域への貢献」を永続的に果たしていく
ことを目的としております。 

 
２．実施した会計処理の概要 

      「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年1月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等
会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年1月16日）に基づき、共通支配下の取引等とし
て処理しております。 
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（セグメント情報） 

１． 報告セグメントの概要 

当社グループは、銀行持株会社である当社、並びに株式会社第四北越銀行を含む連結子会社13社で構成され、銀行

業務を中心に、リース業務、証券業務、信用保証業務、クレジットカード業務等を通じて、地域のお客さまに幅広い金融商

品・サービスを提供しており、当社の取締役会において定期的にグループ内の会社別の財務情報を報告しております。 

したがいまして、当社グループは、当社をはじめ各連結子会社別のセグメントから構成されておりますが、全セグメントの

大宗を占める「銀行業」のほか重要性を鑑み「リース業」「証券業」の３つを報告セグメントとしております。 

「銀行業」は主に預金業務や貸出業務を中心に、有価証券投資業務、内国為替業務、外国為替業務、公共債・投資信

託・保険の窓販業務等を行っており、グループの中核と位置づけております。 

また、「リース業」は総合リース業務、「証券業」は証券業務を行っております。 

 

２． 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表の作成方針と同一であり、セグメント間の内部取引は実

際の取引額に基づいております。 

 

３．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 2019年4月１日 至 2020年3月31日） 
(単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 調整額 

連結 

財務諸表 

計上額 
銀行業 リース業 証券業 計 

経常収益         

外部顧客に対する経常収益 128,407 21,368 4,161 153,937 4,269 158,206 △3,508 154,698 

セグメント間の内部経常収益 3,914 367 10 4,292 11,381 15,674 △15,674 ― 

計 132,322 21,736 4,171 158,230 15,651 173,881 △19,183 154,698 

セグメント利益 20,842 839 1,169 22,852 8,208 31,060 △11,650 19,410 

セグメント資産 8,924,449 64,083 19,336 9,007,869 360,830 9,368,699 △402,261 8,966,437 

セグメント負債 8,545,250 46,387 8,176 8,599,814 22,998 8,622,813 △62,829 8,559,984 

その他の項目         

減価償却費 5,074 262 25 5,362 84 5,447 △53 5,393 

資金運用収益 71,756 193 183 72,132 6,685 78,818 △10,880 67,938 

資金調達費用 5,897 162 5 6,065 18 6,084 △145 5,939 

有形固定資産及び無形 

固定資産の増加額 
10,237 287 7 10,532 63 10,595 64 10,660 

(注)   1．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

2．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務、クレジットカード業務等

を含んでおります。 

3．調整額は、次のとおりであります。 

①外部顧客に対する経常収益の調整額△3,508百万円には、パーチェス法に伴う経常収益調整額△3,285百万

円等を含んでおります。 

②セグメント利益の調整額△11,650百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

③セグメント資産の調整額△402,261百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

④セグメント負債の調整額△62,829百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

⑤減価償却費の調整額△53百万円は、パーチェス法に伴う減価償却費の調整額等であります。 

⑥資金運用収益の調整額△10,880百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

⑦資金調達費用の調整額△145百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

⑧有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 64百万円は、主としてリース業以外のセグメントにおい

てリース業セグメントとの契約により取得したリース物件取得額であります。 

4．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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当連結会計年度（自 2020年4月１日 至 2021年3月31日） 
(単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 調整額 

連結 

財務諸表 

計上額 
銀行業 リース業 証券業 計 

経常収益         

外部顧客に対する経常収益 114,207 21,327 5,733 141,267 4,234 145,502 △2,370 143,132 

セグメント間の内部経常収益 3,163 348 24 3,535 10,727 14,263 △14,263 ― 

計 117,371 21,675 5,757 144,803 14,962 159,766 △16,633 143,132 

セグメント利益 14,791 913 1,871 17,576 8,120 25,697 △8,196 17,500 

セグメント資産 9,648,950 62,765 27,424 9,739,141 361,145 10,100,286 △393,753 9,706,533 

セグメント負債 9,238,216 44,236 13,982 9,296,435 22,322 9,318,757 △66,069 9,252,687 

その他の項目         

減価償却費 5,914 254 21 6,190 83 6,273 △32 6,241 

資金運用収益 65,396 202 137 65,736 5,752 71,488 △7,851 63,636 

資金調達費用 3,084 148 2 3,236 13 3,249 △129 3,120 

有形固定資産及び無形 

固定資産の増加額 
7,985 261 9 8,256 30 8,286 112 8,399 

(注)   1．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

2．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務、クレジットカード業務等

を含んでおります。 

3．調整額は、次のとおりであります。 

①外部顧客に対する経常収益の調整額△2,370百万円には、パーチェス法に伴う経常収益調整額△2,347百万

円等を含んでおります。 

②セグメント利益の調整額△8,196百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

③セグメント資産の調整額△393,753百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

④セグメント負債の調整額△66,069百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

⑤減価償却費の調整額△32百万円は、パーチェス法に伴う減価償却費の調整額等であります。 

⑥資金運用収益の調整額△7,851百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

⑦資金調達費用の調整額△129百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

⑧有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 112百万円は、主としてリース業以外のセグメントにおい

てリース業セグメントとの契約により取得したリース物件取得額であります。 

4．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

 

前連結会計年度 

(自 2019年4月１日 

至 2020年3月31日) 

当連結会計年度 

(自 2020年4月１日 

  至 2021年3月31日) 

１株当たり純資産額 8,502円89銭 9,510円00銭 

１株当たり当期純利益 282円17銭 236円28銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 280円81銭 235円00銭 

 

(注１) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(2020年3月31日) 

当連結会計年度 

(2021年3月31日) 

純資産の部の合計額(百万円) 406,453 453,845 

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 18,336 19,171 

 (うち新株予約権) 767 692 

 (うち非支配株主持分) 17,569 18,479 

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 388,116 434,673 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数(千株) 45,645 45,706 

 

(注２) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 

前連結会計年度 

(自 2019年4月１日 

  至 2020年3月31日) 

当連結会計年度 

(自 2020年4月１日 

  至 2021年3月31日) 

１株当たり当期純利益   

 親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 12,875 10,795 

 普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ― 

 普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 12,875 10,795 

 普通株式の期中平均株式数 千株 45,630 45,686 

    

潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

 親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 ― ― 

 普通株式増加数 千株 219 250 

  うち新株予約権 千株 219 250 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期純利益

の算定に含めなかった潜在株式の概要 
― ― 

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する当社の株式は、１株当たり当期純利益及び潜

在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に含めて

おります。 

１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均

株式数 

前連結会計年度 12千株   当連結会計年度 ― 千株 

 

 （重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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